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欲求不満や後ろめたさをくす ぐるのは、都合のよい世論を形成するには打ってつけの手段



だ。それに近年日本に蔓延した奔金主義、配金主義も、物事の判断を誤らせる大きな要因であ

る。例えば北朝鮮は日本から「金を欲しがつている」という思い上がりが、危険な事態をまねき

かねない事態を生んでいる。
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